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　総合計画とは、鹿島市の将来像やそれを実現するためのまちづくりの基本的
な方向性を明らかにしたもので、市のすべての活動の根拠となる最上位の計画
です。
　市民、地域などと行政がともに連携、協働して、誰もが住みやすく、暮らしや
すいまちづくりに取り組む指針となるもので、「基本構想」、「基本計画」、「実施計
画」から構成されています。

基本構想にかかげた将来像を実現するために取り組
む施策を体系化して示すものです。

基本計画の目標を達成するための具体的な事業を示
すものです。社会情勢等に柔軟に対応するため毎年３
年計画をローリング方式で策定します。

鹿島市の将来像やまちづくりの基本的な考え方を示
すものです。基本構想

基本計画

実施計画

1 総合計画とは
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　現在の第七次鹿島市総合計画の実施期間は令和３（2021）年度から令和７
（2025）年度の５年間の計画です。
　この計画期間中であっても、社会情勢の変化を見極めながら、柔軟かつ的確
に対応していくことを総合計画そのものの中で定めています。
　令和４年９月、本市は「ゼロカーボンシティ」を宣言しました。豊かな環境資源を
活用し、自然との調和、循環型社会の構築の上に成り立つ鹿島らしい脱炭素社
会の実現に取り組んでいます。
　また、デジタル技術の活用によって、「全国どこでも誰もが便利で快適に暮ら
せる社会」を目指す「デジタル田園都市国家構想」の実現に向け、地域の個性を
活かしながら、地域課題解決や魅力向上の取組みを加速化・深化し、誰一人取り
残さない地域社会を構築するため、ＤＸの普及と推進に取り組んでいきます。
　以上を踏まえ今回の改訂は、総合計画のうち「基本構想」、「まち・ひと・しごと創
生総合戦略（第２期）」と「基本計画」を見直すものであり、策定後の社会情勢など
を反映した施策を追加することで、実効性のある総合計画とすることを目指して
います。なお、追加する施策は次期総合計画に引継ぎをおこなう施策も含んでい
ます。

２ 総合計画の見直し

総合計画 計画期間

2021年
（令和3年）

2022年
（令和4年）

2023年
（令和5年）

2024年
（令和6年）

2025年
（令和7年）

基本構想（５年）

基本計画（５年）

実施計画
　（毎年３カ年計画をローリング方式で策定）

見直し
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これらが好循環でつながることで、人口減少に歯止めがかかっていくと考えます。

しごと・ものづくり

まちづくり

ひとづくり

Point1  「しごと・ものづくり」「ひとづくり」
「まちづくり」の好循環を目指します。

Point2  みんなですすめるまちづくり

２ 施策の基本的考え方

で「若者の流出に歯止めをかけ」

で「若い世代が安心して働き、子育てができる環境をつくり｣

で「鹿島の魅力を活かしたまちづくり」を実現する

1 目指す都市像

　市民一人ひとりや各種団体、企
業と行政を含めた地域の誰もが、と
もに連携し、協働し合うことで地域
の課題に柔軟に対応していく地域
共生社会を目指していきます。

「みんなが住みやすく、暮らしやすいまち」

市　民

団体・企業
連携

行　政 近隣自治体

鹿島を応援
してくれる人

基本構想
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Point4  持続可能なまちづくり

Point3  災害に強いまちづくり

　豊かな環境資源を活用し、自
然との調和、循環型社会の構築
の上に立つ鹿島らしい脱炭素社
会の実現を目指します。
　更にＤＸの普及と推進に取り
組むことで、地域課題解決や魅
力向上の取組みを加速化・深化
させ、誰一人取り残さない地域
社会の構築を目指します。

　災害はいつどこで起こるかわかりません。市民や地域の企業・団体と行政がそ
れぞれの役割の中で、お互いに助け合い、日頃から災害を想定した対策や備えを
心掛け、防災意識の高いまちづくりを目指します。

持続可能な
まち

環境

ＤＸ
普及・推進

社会経済

市
民
市
民

隣
近
所

隣
近
所

地
域
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

行
政
行
政

災害に強いまちづくり
（自助・近助・互助・共助・公助）
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　第２期「総合戦略」は、第１期の４つの基本目標を継承し、更に地方創生を発展さ
せるため、各分野に横断的に関連する目標を追加し、地域資源の積極的な活用を
図り、多様な地方創生の取組みを推進しています。
　令和4年12月23日に閣議決定された「デジタル田園都市国家構想総合戦略」を
踏まえ、本市の地域ビジョン（目指すべき理想像）の実現に向け総合戦略を改訂し、
名称も「鹿島市デジタル田園都市国家構想の実現に向けたまち・ひと・しごと創生
総合戦略」に改め、地方創生の取組を加速化していきます。

４ デジタル田園都市国家構想の実現に向けた
まち・ひと・しごと創生総合戦略（第2期）

　本市の人口は年々減少しており、今後も減少傾向は続くと推計されますが、人
口減少傾向に歯止めをかけるために、「しごと・ものづくり」「ひとづくり」「まちづく
り」の好循環をつなぐため、総合計画等の着実な実施により人口減少カーブを緩
やかにします。

３ 将来人口と人口に対する考え方

（出典）　・1955(S30)～2015(H27)の人口・・・国勢調査　確定値
　　　　・2020～2060の推定人口・・・・・・日本の地域別将来人口（2013年(H25年)3月推計国立社会保障・人口問題研究所）　

鹿島市総人口、年齢３区分別人口の推移と将来推計
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生産年齢人口
（15歳～64歳）
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（65歳以上）

施策による効果

1955年総人口
39,392人

2015年総人口
29,684人

2020年総人口
推計27,881人

2060年
推計16,746人

2030年総人口
推計25,115人
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【本市の地域ビジョン】
　デジタル技術等を活用しながら、持続可能な地域づくり・まちづくりを進めつ
つ、地域の社会課題解決や地域経済の活性化を図り、誰一人取り残さない地域社
会を構築するとともに、地域における新たな価値を創出することで、本市の目指
す都市像「みんなが住みやすく、暮らしやすいまち」の実現を目指します。

（引用：国際連合広報センター）

目標①　鹿島の「ものづくり」をさらに磨き上げて、鹿島ならではのしごとを生み出す
目標②　定住促進と交流人口の拡大
目標③　若者の定住を促し、安心して結婚・出産・子育てができる環境づくりの推進
目標④　安全・安心の確かな暮らしを営む、ずっと暮らし続けたいまちの実現
横断的な目標①　みんなが活躍できる「まちづくり」を推進する

⃝CSO団体への支援
⃝地域における担い手の育成、支援
⃝多文化共生の推進
⃝男女共同参画社会の推進

横断的な目標②　新しい時代の流れを「まちづくり」に活かす
⃝Society5.0の推進
⃝持続可能な開発目標（SDGｓ）の実現に向けた取組み

目標年度 2025年度（令和7年度）
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基本計画
施策の項目 施策の具体項目

第１章
産業の振興

第２章
福祉・保健・
医療の充実

第３章
都市基盤の整備・
環境の保全

１．農業・林業・水産業

２．商業・工業

３．新たな産業の創出と支援

４．観光

１．社会福祉（地域・高齢・障がい）

２．児童・子育て支援

３．生活困窮者支援

４．保健・医療・年金

１．都市基盤

２．生活環境

３．自然環境

４．伝統的町並みおよび集落の保存と活用
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みかん収穫体験

辺地道路整備

かしま創業塾

新久保山配水池

海苔養殖状況

近い将来修繕が必要な橋梁の補修工事を実施

祐徳門前地区まちづくり事業

環境教育プログラム

道の駅鹿島

重要伝統的建造物群保存地区（酒蔵通り）

かしま仕事めぐりツアー

グリーンスローモビリティ（電気自動車）

乳幼児健診

健康チャレンジ
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基本計画
施策の項目 施策の具体項目

第４章
安全・安心

第５章
教育・文化・
スポーツの向上

第６章
計画を推進
するために

１．防災・減災

２．交通安全・防犯

３．感染症対策

１．学校教育

２．社会教育

３．文化・芸術

４．スポーツ

１．みんなですすめるまちづくり

２．行財政運営
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自主防災活動（子ども防災教室）

GIGAスクール構想

女性活躍推進支援セミナー

ふるさとの歴史を歩こうパンフレット

防災訓練（水防訓練）

子ども体験塾（山浦城登山）

諸証明のコンビニ交付サービス事業

交通安全フェスタ

新市民会館（外観：鹿島市民文化ホールSAKURAS）

かしまデジタル変革戦略
（ＤＸ推進計画）の推進

SAGA2024 国スポ・全障スポ

防犯カメラの設置

スポーツ合宿（小学生とのスポーツ交流会）
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第七次 鹿島市総合計画 改訂版〔概要版〕
（2021-2025）
発行／佐賀県鹿島市

〒849-1312 佐賀県鹿島市大字納富分2643番地1
TEL 0954-63-2111（代表）　FAX 0954-63-2129
https://www.city.saga-kashima.lg.jp/

編集／鹿島市役所 総務部 企画財政課

鹿島市役所　お問合わせ先
課　　名 電話番号

(市外局番0954) 主な業務の内容

庁舎１階

市 民 課 ６３－２１１７
戸籍、住民票の請求、転入・転出・転居、死亡届・婚姻届などの
提出、印鑑登録、パスポートの申請・受取、マイナンバーカード
の申請・受取、国民年金など

税 務 課 ６３－２１１８ 市民税、固定資産税、国民健康保険税、市税の徴収、督促など
会 計 課 ６３－２１０２ 公金の収納および支払いなど
福 祉 課 ６３－２１１９ 障がい者福祉、児童福祉、生活保護など
保 険 健 康 課 ６３－２１２０ 国保、後期高齢者医療、健康づくり、高齢者福祉、介護保険など

庁舎２階

産 業 支 援 課 ６３－３４１１ 農商工連携、６次産業化など
商 工 観 光 課 ６３－３４１２ 商工業の振興、消費生活相談、観光の振興など
農 林 水 産 課 ６３－３４１３ 農業・林業・水産業の振興など
農業委員会事務局 ６３－３４１７ 農地の転用、農地の権利移動および農業者年金など
建 設 住 宅 課 ６３－３４１５ 市営住宅、道路橋梁の整備など
都 市 計 画 課 ６３－３４１４ 都市公園、伝統的まちなみ保存など
教 育 総 務 課 ６３－２１０３ 学校教育への指導・助言、学校施設の管理など
生 涯 学 習 課 ６３－２１２５ 社会教育の推進、文化財保護、スポーツの振興など
人権・同和対策課 ６３－２１２６ 人権・同和対策、男女共同参画など

庁舎３階

総 務 課 ６３－２１１１ 文書管理、嘱託員、情報公開、職員人事管理、消防防災、交通安
全対策など

企 画 財 政 課 ６３－２１０１ 秘書渉外、総合計画、地域振興、国際交流、ふるさと納税、財政
計画、予算編成、入札契約など

Ｄ Ｘ 推 進 室 ６８－０１４０ ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進、行政事務の
デジタル化など

選挙管理委員会事務局 ６３－３４１８ 選挙の運営
土 地 開 発 公 社 ６３－２１２７ 用地の先行取得
監 査 事 務 局 ６３－２１１５ 監査に関する事務

庁舎４階 議 会 事 務 局 ６３－２１０４ 市議会の運営

新 世 紀
センター

下 水 道 課 ６３－２１３４ 公共下水道
ゼロカーボンシティ推進課
ラムサール条約推進室 ６３－３４１６ 脱炭素地域づくり推進、環境美化推進、廃棄物処理、ペット愛

護、ラムサール条約登録湿地など
水 道 課 ６２－３７１８ 上水道の開栓・閉栓など

生涯学習
センター
エイブル

保 健 セ ン タ ー ６３－３３７３ 各種予防接種、妊婦・幼児の健康診査、赤ちゃん相談など

生涯学習センター ６３－２１３８ 生涯学習センター「エイブル」の研修室、ホール利用予約、市民
体育館、中学校体育館、中川グラウンドなどの利用予約

市 民 図 書 館 ６３－４３４３ 図書の貸出・予約、図書資料の調べもの相談など
市民交流
プ ラ ザ
かたらい

市 民 交 流 プ ラ ザ ６３－３０３０ 市民交流プラザ「かたらい」の会議室、キッチンスタジオの貸
出、トレーニングルームの利用

子育て支援センター ６３－０８７４ 子育てに関する相談、講座の開催

そ の 他

海 道 し る べ ６３－８０６０ 産業活性化施設「海道しるべ」の利用、農林水産物加工、新商品開発
干 潟 交 流 館 ６０－５０２８ 有明海の生物の展示、研修室
学校給食センター ６３－２４５３ 学校給食の調理
市 民 文 化 ホ ー ル ６３－２１０５ 市民文化ホールの利用予約など


